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市職員給与などの状況
　市職員の給与などは、市議会での給与条例や予算、
決算などの審議を通じて公にしていますが、市民の
皆さんにより一層のご理解をいただくため、現在の
状況についてお知らせします。また、市のホームペ
ージにも詳細を掲載しています。

■問い合わせ先　市総務課　 0869-22-1111

1.人件費の状況（平成17年度普通会計決算）

住民基本台帳人口 歳出額 人件費実質収支 人件費率
A B B／A（17年度末）

（注）人件費には、市長・議員などの給料・報酬などを含んでいます。

千円人 千円 千円 ％

36,960 21.214,988,030 346,187 3,176,875

2.職員給与費の状況（平成18年度普通会計予算）
給　　与　　費職員数

給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計
一人当たり給与費

A B B／A

（注）１ 職員手当には退職手当を含みません。
　　　２ 給与費は当初予算に計上された額です。

千円 千円人 千円 千円 千円

204,2491,452,790416 580,221 5,3782,237,260

3.一般行政職の給与水準（ラスパイレス指数の状況）
平成18年4月1日

瀬戸内市 県内15市平均

（注）ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場合の地方公務員の給与
　　水準を示す指数です。

91.5 97.7

4.職員の平均年齢、平均給料月額の状況（平成18年4月1日現在）
平均年齢 平均給料月額

一般行政職

一般行政職

技能労務職

技能労務職

一般行政職

技能労務職

職員数（人）
構成比（％）

標準的な職務内容 部長・参与 課長・参事 係長・主幹課長補佐 主査 主任 主事

区　　分

（注）「平均給料月額」とは、平成18年4月1日現在における各職種ごとの職員の基本給の
　　平均です。

（注）現在、市長（15％）助役（10％）教育長（7％）の減額措置をしています。（　）内は
　　減額前の金額です。

（注）退職手当の一人当たり平均支給額は、17年度に退職した職員に支給された平均額
　　です。
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270,209 円

8.職員手当の状況（上水道・病院事業職員を除く全職員を対象としています）

６月期
期末手当

自己都合
勧奨・定年

勤勉手当

区　　分

0.725
1.4

12月期

0.725
1.6

　計

1.45
3.0

5.職員の初任給の状況（平成18年4月1日現在）
瀬戸内市

経験年数10～15年 経験年数15～20年 経験年数20～25年

国

大学卒

高校卒
高校卒

大学卒
高校卒
高校卒

6.職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成18年4月1日現在）
区　　分

区　分 計７級 ６級 ５級 ４級 ３級 ２級 １級

区　　分

21.0 月分
27.3 月分

33.75 月分
42.12 月分

47.5 月分
59.28 月分

59.28 月分
59.28 月分

勤続20年 勤続25年 勤続35年 最高限度額

平成17年度一人当たり平均支給額　自己都合3,630千円　勧奨・定年21,802千円

区　　分

7.一般行政職の級別職員数の状況（平成18年4月1日現在）

市　　　長

助　　　役

教　育　長

議　　　長
副　議　長
議　　　員

748,000 円
（880,000円）

648,000 円
（720,000円）
595,200 円
（640,000円）
450,000 円
380,000 円
350,000 円

9.特別職の報酬等の状況（平成18年4月1日現在）
給料等月額 期末手当

平成18年度支給割合　3. 3月分
（6月期1.6月分　12月期1.7月分）

・加算措置　44％

平成18年度支給割合　3. 3月分
（6月期1.6月分　12月期1.7月分）

・加算措置　15％

区　　分

（１）　期末手当・勤勉手当

（2）　退職手当（平成18年4月1日現在）

4,205千円
55,328円

5,000円

1,000円

1,000円
3,000円

3,000円
500円
300円

19,000円

18,000円

25,000円

2,100～ 
4,000円

14.3%
7

支給実績（平成17年度決算）
支給職員一人当たり平均支給年額（平成17年度決算）
職員全体に占める手当支給職員の割合（平成17年度決算）
手当の種類（手当数）

手当の名称

市立病院に勤務
する職員に関す
る手当

防疫作業手当

環境衛生手当

火葬業務手当

消防業務手当

犬猫死体処理手当
行旅病人死体取扱手当

看護師・
准看護師

作業従事職員

作業従事職員
作業従事職員

作業従事職員

作業従事職員

作業従事職員
休日等出勤（深夜）
　 〃　 （深夜以外）

作業従事職員

レントゲン技
師・検査技師

手当の内容主な対象職員 金額支給方法

（3）特殊勤務手当（平成18年4月1日現在）

内容及び支給単価

配偶者、子どもなどの区分により被扶養
親族一人につき5,000～13,000円

職に応じて給料の8～12％

勤務場所に応じて4,200～5,900円

・交通機関利用者
 運賃の額に応じて最高55,000円まで支給
・自動車などの使用者
 距離に応じて1,400～20,900円

持家・借家の区分により2,500～27,000円

支給実績
（17年度決算）

支給職員一人当たり
平均支給年額
（17年度決算）

手当名

扶養手当

住居手当

通勤手当

管理職手当

宿日直手当

（5）その他の手当（平成18年4月1日現在）

職員一人当たり平均支給年額（17年度決算）

支給実績（17年度決算）

（4）時間外勤務手当

議　会
総　務
税　務
農林水産
商　工
土　木
民　生
衛　生

教　　育
消　　防

派遣職員、収納の充実などによる増

機構改革による減

耕地課減

業務量の増加による増

建設課減

保育所の勤務条件改善による増

支所ほか減

機構改革による減

調整による減

機構改革による増

欠員補充増

病　　院
水　　道
下 水 道
そ の 他

5
83
16
22
7
14
97
31
275
77
68
420
88
30
7
16

10.部門別職員数の状況と主な増減理由（各年4月1日現在）

主な増減理由
職　員　数区　分

部　門

対前年
増減数

平成17年 平成18年

月額

月額

月額

日額
１体
１体

１回
１回

１体
１体

時間により
1回

給
　
料

報
酬

計

小　　計

小　　計 141
561

5
78
18
21
8
13
101
28
272
76
69
417
87
30
7
23
147
564

0
－5
2

－1
1

－1
4

－3
－3
－1
1

－3
－1
0
0
7
6
3

一
般
行
政
部
門

普
通
会
計
部
門

公
営
企
業

会
計
等
部
門

Ⅰ種
170,200 円Ⅱ種

レントゲン撮影・検査
作業

消防業務に従事する
職員

感染病防疫作業に従事する職員

行旅死亡人の死体処理に従事する職員

クリーンセンターかもめ・長船衛生センター
・長船クリーンセンターに従事する職員

犬猫などの死体処理作業

深夜勤務

火葬作業（平日）
火葬作業（土・日、祝日）

1415
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▲防災監視カメラ

▲戸別受信機

▲自動電話応答装置

携
帯
型
無
線
機

FAX

▼

災害種別

火　災

避難準備情報

避難勧告

避難解除

地震・津波警報

高潮・洪水警報

サイレンパターン 繰り返し
回数

（避難の準備を
　　　してください）

（避難してください）

避難指示
（避難してください）

市長の強制命令

5

5

5

5

5

5

5

吹鳴時間 3秒

停止時間 2秒

吹鳴時間 10秒

停止時間 2秒

吹鳴時間 30秒

停止時間 6秒

吹鳴時間 15秒

停止時間 6秒

吹鳴時間 45秒

停止時間 15秒

吹鳴時間 60秒吹鳴時間 10秒

停止時間 3秒停止時間 3秒

吹鳴時間 5秒

停止時間 6秒


